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あらまし：本研究は，学習者が双方で学び合い，学びの支援機能やツールを利用しながら自律的に課題に

取り組み，また自己のライティングを振り返られる，英語ライティングシステムの開発を目的としている．

本稿では，協調学習，自律学習・自己調整学習の理論に依拠するシステムデザインを報告する． 
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1. はじめに
2019年に文部科学省から示されたGIGAスクール

構想では，義務教育を受ける児童生徒に，1 人 1 台

の端末環境を始めとする ICT の導入・整備を加速さ

せることが打ち出された．さらに，COVID-19 の世

界的流行の影響で，この数年で日本の教育現場にお

ける ICT 環境は一気に進んだ．2021 年の中央教育審

議会の答申(1)でも示されたように，今後も一層の ICT

の活用が求められることは言を俟たない．実際，多

くの学校で，オンライン授業や対面授業とオンライ

ン授業を組み合わせたハイブリッド授業が導入され，

通学できない生徒や学生への教育の機会を提供しよ

うと努力している．その一方で，教員には対面授業

以上に授業準備や授業後のフィードバックなどの負

担が増し，教育の質を担保できなくなるという問題

も生じている．そこで，本研究では，英語ライティ

ング活動において，教員の指導のみに頼らずに学習

者が双方で学び合い，学びの支援機能やツールを利

用しながら自律的に課題に取り組み，また自己のラ

イティングを振り返られる，英語ライティングシス

テムを開発した．本システムは，協調学習と自律学

習の両面を支援する特徴があり，本稿ではそのシス

テムデザインの特徴について報告する．

2. 英語ライティングシステム（Coconuts）の
基本的デザイン

本ライティングシステム Coconuts は，先行研究で

日本の大学生の協調学習と自律学習を促進する目的

で実装されたプラットフォーム（久島，岸，田近，

来住，園田,  2016）(2)をベースに開発された。本シ

ステムは学習ページと学習者のライティングの分析ペー

ジから成っており，学習ページは．協調学習が行える協

調場の領域と個人学習の領域から構成される．

協調場の領域は，学習コミュニティを構築する場

であり，その学習観は，社会構成主義に依拠する．

学習コミュニティ内で知識を構築していく過程が協

調学習であり，学習者は他者との相互作用によって

新たな知識を創出していく。学習コミュニティ内で

は よ り 熟 達 し た 学 習 者 が 足 場 か け (Bruner, 

1960/1977)(3)を行い，学習者は足場かけを通じて理解

を深め，新たな知識を構成していく。この「足場か

け」の概念は，学習者が一人でできることの範囲と

他者の支援を得てできることの差の領域を表す「発

達の最近接領域」 (Zone of Proximal Development) 

(Vygotsky, 1978)(4)にも合致する．  

自律学習については，Benson (2001/2011)(5)は「自

身の学習をコントロールする能力」と定義し，コン

トロールする対象として「学習管理」，「認知過程」，

「学習内容」を挙げ，Holec (1981)(6)は，自律学習を

促す 5 つのステップとして，1) 目標の設定，2) 学

習内容の決定，3) 学習方法の選択，4) 学習の進捗状

況の確認，5) 学んだことの振り返りを挙げている。

また， Zimmerman (1989)(7)は自己調整学習を「学習

者がメタ認知，動機づけ，行動の各側面で自らの学

習過程に積極的に関与する学習」と定義しており，

この定義は Benson (2001/2011)や，Holec (1981)の唱

える自律学習と重なる面が大きい。Zimmerman

(1989)は，自己調整学習の過程を「予見段階」，「遂行

段階」，「自己省察の段階」の循環的なサイクルとと

らえている．本システムは， 自律学習で Benson と

Holec が着眼した「学習方法の選択」，「学んだことの

振り返り」，自己調整学習で Zimmerman が提唱した

「遂行段階」，「自己省察の段階」に焦点をあてたデ

ザインを基に構築された．学習ページでは学習者が

課題への取り組みにつまずいた際に，他者のライテ

ィングやモデル文，助言などを自分で選択して参考

にできるようにし，ライティング分析ページでは自

己の作文の使用語彙のレベルや文数などの指標を自

動表示して可視化し，自らも気づきなどのコメント

を記入できるように自己省察できる設計とした．
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3. 学習ページのデザイン

3.1 協調場における学び
図１の左領域が本システムの学習ページの協調場

である．参加した学習者は自分のニックネームと選

択した動物アイコンが表示される。協調場では，参

加者全員のライティングを参照でき，参加者のライ

ティングから気づきを得られる。また，協調場には

教員の設定によって 2 種類の課題のモデル文を提示

する Bot と助言する Bot も仮想メンバーとして参加

する．学習者は必要に応じてそれらを参照できる．

本システムは授業内外で利用可能であり， Bot は状

況に応じて教員の代用や補助の役割を果たせる． す

なわち，本研究の協調場では，他の参加者や Bot が

足場かけを行う役割を果たす．また，他者からの積

極的な学びができるように，ピア・レスポンスでき

るコメント欄も設定した．

図 1  Coconuts の学習ページ 

3.2 学びの支援ツール 
学習者は，右側の個人領域（図 1）で課題に取り組

む．この領域では，学習者は課題を完成するために

課題に関連する表現を参照したり，完成した課題を

アップロードする前にチェックリストを利用したり

できる。課題に関連する表現は，オンラインのWeblio

辞書にリンクされており，学習者は必要に応じて辞

書の例文を参考にできる．

4. ライティング分析ページのデザイン
図 2 は学習者のライティング分析ページである．

自己省察ができるように，各課題のライティングに

ついて学習者の使用語彙と統語的要素の指標を自動

表示し，また学習者が完成したライティングについ

て「よくできたこと」と「改善を要すること」につ

いてコメントを記入できるようにした．使用語彙に

ついては，CEFR-J Wordlist(8)のランク別にライティ
ングに自動で色分けされるほか．ランクごとの使用

語彙数をグラフ化した．また語数，異なり語数，異

なり語数／語数，内容語数，内容語数／語数，文数，

１文あたりの平均単語数，木の深さの平均の数値も

自動で表示される．数値は自分の学びの状況がわか

るように，クラス平均数値とモデルの数値も示した．

この過程は自律学習における「学んだことの振り返

り」，自己調整学習における「自己省察の段階」を具

現化したものである．

図 2 ライティング分析ページ 

5. おわりに
本システムの学習ページの試用を 2022 年 3 月に

大学生 8 名が授業外で行った．教員は課題や Bot の

モデル文，助言などを事前に設定したが，学生が課

題に取り組んでいる間は介入しなかった．運用後の

調査では，学習者は課題の完成に向けて積極的に

Bot や関連する表現を利用し，ピア・レスポンス活動

からも気づきを得て刺激を受けたことが明らかにな

った．今後は，本格的に本システムの運用を進め，

本システムを通じて，自律学習，及び自己調整学習

のステップを展開できるか調査していく予定である． 
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